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　　　　　　　16mm　FASTAX高速度カメラの外親
　　　　　　　　15吋超望運レンズ〔f15．6）を蔓着しれところ

　　　　　　手前レンズは35mm広角レンズ及び馴mmレンズ

　エ業界の各方面において高速慶写真による解析研究が

非常に有効であることは，既に多（の実例rc見られる廼

りであるが，今般兼重所長の盛力によりJ27年度丈部省

科学研究費輸入機械購入費補助金で小型高性能の16m皿

FASTAX高速度カメラが生産技術研究所に鹸入された。

これを機会に従来既rc当研究所にある各種高速度写真撮

影装置（中間試作費による多面体反射鏡式超高速廣カメ

ラ～毎秒60，000駒，16mm日立式高速度力Ptラー毎秒

3，000駒，電気火花式瞬間写真撮影装置等）と併せて，こ

れらを有効に利用し，所内各部の要varctたえ，且っは

わが国における高速度写真研究の推進力にtり，所外よ

Vの依tar・も応ぜらnるような体魏整える日的で・高

速度写真委員会が設置された。

　第1回委員会が27年9月19日所長はじ必各部関係所員

出席の許に開かれ，蓮営方法等er討議ig行つた結果，委

員長に平田森三教授が決り，今後本委員会ldi活渡に蓮営

して，当研究所の特色ある研究部門に発展させることを

申合せた。tr．　Se委員会終了後，イーXトマン会社堤供の

「高速度写真の応用」等の映画を映写して散会したe

16㎜FASTAX醜励メラの紹介

　これは回転プVズム式高速度カメラで，光学的調整装

置として4面体のフ’9ズムを使用している。16mmフイ

ルム（100灰巻）を用い，毎秒150－7，000駒の撮影速度を

有する。重量は約11kg．大さ28㎝立方で小型携箒用

にできているeカツト写真はこのカメラの外破で15吋超

望遠しVンズを装着したところを示す。附属Vンズとし

ては，次の5種を購入し．た。

35皿mf／2．O　Cin6　Raptar広角レンズ

50mm　f／2．O　Cin6　Raptar標準レンズ

101mm　f13．5　Cin6　Raptar望遠vンズ

152m皿　f／4．5　Cine　Raptar望遠レンズ

15吋　fβ，6Cin6　Raptar超望遠レンズ
｛S81tn皿〕
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　これらのvンズを用いれば現場において限

定された場所でも希望の大さで撮影可能であ

り，又超望濾vンズを使用すれば，相当蓮距

離からの撮影もできるので，爆破現募の研究

等に適する。

　このカsラの原理は第1図κ示すよう｝c、

写真レンズとブイtLムとの閥で4面体プリズ

ムを高速回転し，像をフイルムと同一速度で

移動させ，露出時闘中のフイルム移動にょる

±’ケを防ぐ。駆動にに114馬力シリーズ・モー

Pt　－2箇を用い，1箇はスプロケツト及びプ

リズムを回WhL，他の1箇は巻取スプー・JL・’e

回転させζ・。モーターは毎分2万回軽以上で

る特殊むものであり，プリズムは最高撮影蓮

度の時短分10万回転以上の超高蓮回転とな

り，カメラ自体きわめて高精度の工作をなし

てある。撮影遠度の調節はスライダック等で

モー一ターrc與える電圧を変化させて行う。

1駒の露出時間は各駒問の時間間隔よv相当短も毎秒

7，DOO駒の時に1130，000秒程廉で，多面体プリズムを用

いたカメラに比して求ケの少い鮮明乙：写真を得ることが

でき6。ただ光量が小とな謁ので明い照明光源，及び高

レンズ

皿面体フ゜リズム

1

フイルム　　、　・7

スフ゜ロtT“Jト

第1図FASTAX高速度カメラの原理

感度のフイルムが必要である。このカメラの光学的明ざ

はプリズムの存在のためf／2．8となつておりFこれ以上

の明いvンズを用いても無駄であるD

　照明用光源としては大型アーク燈，反射鏡つ途の輝度

の高い写真用特殊電球や太陽光線を用いる。100Rの

フイルムを用い，毎秒7，000駒の撮影速度で1秒近くの

間撮影できる。撮影されたフイルムは直ちに普通の訣写

第2図　ミシンの機械縫機樗の撮影状況
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　第3図研磨用砥石の衝撃による破捜瞬問
録影速慶毎秒4．000駒，1駒のrs出ilSiLl　L／2，COO　M・：砥石の回転数4，500蔦P－m・

鴻

機にかけて緩速度で再現観察メで

き砺たとえば毎秒7．㎜絢の蓮

度で撮つたフイルムは毎秒］6駒

で映写Lてみれば，姻倍o曄．1

拡大をして再現するこ≧になる。

　このカメラに現場で直ちに使印

可能はポーヌプル式であるりで・

その応用範囲に非常に広く，米国

においては既に広く利用き乳非常

tt成果をあげてい乙。わが国では

他にはまだ1台も輸入＃れていカ

いが，当研究所内において』．挿

陶砲の揮浩級維機械の一・　09il；

匿浬動，切削加工機構，材料の衝

撃破痩機購，時計り麗進機構・写

真用シヤツμ・一の違軌tt気接点

の難動等の撮影予定ボユ0指に余

るが，他as研究所，民聞会社の撞

影依頼にも応L’（・今後大吋こPt

県をあげるものと期得され「“c

　現在までに既に数例撮影を石つ

たカ｛P 算2図の写真ltミシンり縫

械縫機構の撮影状態を示す，第3

図は研磨砥石の衝攣による磁竣瞬

間を毎秒4，（DOO駒り鋸度で撮影レ

た写真である。砥石は4，5DOr－P・rm・

で時計と逆方向に阿転してk’り，

左方より破壌用ハンマーが落下し

水平直径の位置で砥石に衝馨セ知

え乙。破躾瞬聞の劉れ耳の威長紫

魍保護カバーへの破片の衝突se

況がよくわかるp（1952，LL　6）

生産技術研究所研究組織 〔第6部と第7部は将來計画
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